
観光 と文化活動による地域の活性化

岡山県牛窓町の場合一

高 橋 正 明

1.は じめ に

昨今,「 町づ くり」,「地域 おこし」は様 々の方法で日本の各地で実施 されている。 この運

動 を日本の開発政策の中に位置づ けてみる と,ま ず第三次全国総合開発計画(昭 和52年 閣

議決定〉の影響があげられ るであろう。すなわち石油危機以降の低成長,資 源有限時代 の

もとで,大 都市への人 口と産業の集 中を抑制 し,地 方を振興するため水系 ・流域 ごとに定

住圏を設定 し,人 間 と自然 との調和の とれた居住環境 を作 り出す構想な どが背景 となって

きた。

さらに第四次全国総合開発計画(昭 和62年 閣議決定)で は多極分散型国土の形成 と交流

ネッ トワー ク構想を柱 とす る開発理念を示 した。すなわち①定住 と交流による地域 の活性

化,② 国際化 と世界都市機能の再編成,③ 安全で質の高い国土環境 の整備 を基本 目標 とし

てお り,地 域格差 を単に所得や雇用機会の格差 として捉 えるのではな く,国 民の価値観の
の

多様化 を反映す るさまざ まな空間像 を提起 している点が注目され る 。
　　

筆者は,こ れ まで農山村の地域の活性化について調査 を進めてきたが,「 地域 おこし」

の具体 的な事業については,① 個性ある町づ くり,美 しい景観 の創造,特 色ある施設づ く

り(観 光振興 による地域づ くり),② 特産 品お こし(1.5次 産業 による地域づ くり),③ シン

ポジウム ・イベ ン ト・ふ るさ と会員制度の実施(都 市 と農 山村の交流による地域づ くり)

な どに区分 される。 もち論 このような事業が各々単独 に実施 されているのではな く,様 々

に組みあわされて実施 されてお り,少 しで もユニークな方策を打ち出そうと各地で必死の

努力が重ね られてい る。そ して最近 ではいわゆる'も の"か ら"心"へ,N施 設"か ら"内

容"へ と転換がはか られてお り,「 町づ くり」,「地域お こし」は新 しい局面を迎 えていると
ヨ　

も言えよう 。

本稿で とり上 げる岡山県牛窓町は'日 本のエーゲ海"と い うキャッチフレーズで,海 浜

型 リゾー ト地 として意欲 的な町づ くりを進めている ことで有名である。 しかも,こ こでは

大型観光資本誘導型ではな く,最 初 は行政主導型 により,そ してその後は,民 間の力 を結

集 して町 ぐるみの努力 によって地域の活性化 をはかっていることを特色 としている。本論
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文は筆者の地域活性化の一連 の研究 の一つ として牛窓町の地域づ くりの実践の姿 を報告す

るとともに,今 後 に残 された課題 について,若 干の検討 を加 えた ものである。

2.農 漁 村 として の 牛 窓 町 の特 色

牛窓町 は瀬戸内に面す る典型的 な古 い港町であ り,岡 山市の中心部か ら東南方向約30㎞

に位置 している。南 には唐琴の瀬戸 をへだて,前 島,黒 島などの小島が点在す る。 この地
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域が栄 えたのは江戸時代であ り,大 名 の参勤交代の御座船の停泊地 として,ま た帆船の潮

待ち港 として賑わった。 また牛窓は廻船 を多 くつ くる船人工の町でもあり,文 化 ・文政期
4)

には150人 の船大工 と300人 の小挽がいた という 。 ところが交通輸送手段 の変化 とともに,

牛窓は半島上につ きでたその地形的制約 もあ り,戦 後 の開発か らは取 り残 されてい くこと

になる。人 口 も徐々に減少 し,若 者が少な くなる町 として,爪 陸の孤島"と 形容 される活気

の乏 しい町 となって きたのである(第2図)。

そ こで,牛 窓町では地域をどのようにして活性化するか,と いう事が種々論議 された。

そして,そ の結論は,① まず世間 に牛窓 という町をPRし,知 名度 を高める。②牛窓町に

ある地場資源 を見直す。③地形的条件か ら観光資源に恵 まれている。④農業面では生産性

の高い野菜生産が行われている。⑤漁業資源 を生か した観光客の誘致,な どとなった。 そ

して最終的には牛窓町の果す役割 として,"こ れ らの諸資源 を生かした大都市の人々 との交

流"に よる地域の振興がはかられ ることになったのである。 そして この場合,観 光+1.5次

産業による地域開発が行われることになった次第である。

ここで,牛 窓町の概要についてふれ ておきたい。牛窓は瀬戸内型気候 で比較的乾燥 して

お り,昭 和14年 頃よ りオ リーブの栽培が行われ,観 光資源 として利用 されるとともに,化

粧品 メーカーの日本オ リーブは全国的な地位を築 きつつある。 しかし牛窓は基本的には農

業 と漁業を中心 とした町であり,こ こではその内,特 に農業について記 しておきたい。第

1表 に示 したのは岡山市広域市町村圏区域 に属す る20の 市町村の農業生産力に関係あると
5)

思われる指標 を6つ 選 び,標 準得点 を示 した ものである。標準得点は次の式で算出される 。

Xi-XZ=S

ただ しsは 標準偏差,xiは 各々の市町村にお ける原 データ,xは 平均値である。牛窓

町は①児島湾の干拓地 で有名な灘崎町 と並び,飛 び抜けて標準得点が高い。②農家1戸 当

り生産農業所得 も得点3.34で 圏内第1位 。③500万 円以上農産物販売農家率 も3.30の 得点 を

示 し,非 常に高い所得 をあげている。④ その他に耕地利用率 も比較的高 くなってお り,マ

イナス指標 を示すものは老年化指数だけである。

要す るに,牛 窓町は,生 産の担い手 に問題点を残す ものの,農 業の面では非常 に裕福 な

町であることがわかるのである。 このことは土地生産性 と労働生産性の2指 標 を示 した第

3図 か らも明 らかであ り,と くに土地生産性の高 さは,特 筆 に値する。

ところで,牛 窓町は海岸線 に沿って町並が発達 しているが,そ の裏には標高166.9mの 阿

弥陀山を最高 とする小丘陵が並び,平 地に乏 しい。 これがため,水 田は少 く,100～150m

の丘陵上 に段々畑が展開 している。牛窓町の水田率は27.5%(岡 山県平均は78.1%)で し

かな く,同 じく生産力の高い灘崎町の水田率96.2%と 好対照を示 している。第2表 は農業
6)

粗 生産額 の 内訳 を修 正Weaver法 によ り示 した もの であ る 。 その算 出方法 は次 の通 りで あ

る。
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第1表 農業生産力の標準得点と市町村別順位

岡 山 市

倉 敷 市

E野 市

総 社 市

御 津 町

建 部 町

力[1茂1uIE∫

瀬 戸 町

山 陽 町

赤 坂 町

、牛 窓 町

邑 久 町

長 船 町

灘 崎 町

L≠ 島 町

山 手 村

清 音 村

船 穂 町

金 光 町

真 備 町

農 業 を
主とする

農 家 率

0.06

0.94

一 〇
.37

0.69

・一一〇 .39

一 〇
.24

1.24

0.22

0.93

一 〇.27

2.89

0.76

一 〇
.89

0,98

1.49

0.12

一 〇
.87

0.91

0.54

一 〇
.99

生産農業
所得.戸

一 〇
.01

一 〇
.66

0。53

一 〇.48

一 〇.72

一 〇
.49

一 〇.14

一 〇
.57

0.28

0.29

3.42

一 〇
.09

一 〇.21

1.86

0.65

0.34

一 〇
。57

0.89

0.77

0.61

500万円

以 と販売

農 家 率

一 〇
.12

一 〇
.38

一 〇
.28

一 〇.47

一 〇.26

一 〇
.40

一 〇
.22

～0
.61

一 〇
.22

～0 .47

3.38

0,06

～0 .36

1.97

一 〇
.66

一 〇
.12

一 〇
.82

1.16

一 〇
.58

一 〇
.59

1戸'il

経 営 耕 地

0.65

1.27

一1
.05

一 〇.65

一 〇.65

0.14

0.33

一 〇
.25

0.70

0.53

0.90

1.03

〔〕.92

2.58

0.45

一 〇
.19

一 〇
.64

一1
.15

一1
.87

一 〇
.50

耕地利用率

0,19

一 〇
.39

O.25

0.39

一 〇.21

一 〇
,46

一〇28

一 〇.35

一 〇
.95

一 〇.66

1.60

0.11

0.39

2.39

0.43

一 〇
.58

2.44

一1 .29

一1
.07

0.31

老年化指数

0,18

0.41

0.15

0.70

一 〇
.90

一 〇
.98

一3
,07

0.45

0.32

一 〇.37

一 〇
.96

一 〇
.19

一 〇
.64

1.38

1.28

1.17

0.80

0.41

0.53

0.53

総合得点

G.94

一3
.22

一2
.12

1.96

一3 .12

一2
.43

一2 。14

一2 .45

LO5

一1 .52

11.23

川頁 位

5

19

13

12

18

15

14

16

4

11

①

1.68 3

一 〇.79 9

11.15

1.51

0.74

0.34

0.93

一4
.29

一2
.48

2

10

7

8

6

20

17

(農林 業センサ ス1985年,生 産農業所得統計60年 より算出)

C.1.=Σd2=Σ(Xi-X)2

ただ し,c.1.は組 み合 わせ 指数,各 市 町村 の作物 の比 率(Xi)と 理論値(x)の 問の偏差

(d)を 出 し,そ の偏 差 の平方 の和 が最小 の もの が その地 域 の組 み合 せ とな る。ほ とん どの

市 町村 がR+そ の他 の組 み合 わせ を とる場 合が 多 いの に対 して,牛 窓 町 はV・Dと,特 に

野 菜 の 占め る割合 が高 くな ってお り,R(米)の 比率 は極端 に小 さ く,組 み合 わ せ には現

われ て こな い。

この よ うに牛 窓町 は国 の野菜 指定産 地 と して,馬 鈴薯 ・白菜 ・キ ャベ ツな どの生産 で高

い所得 をあ げてい るが,重 量野 菜 であ る こ とと,担 い手 の高齢化 と婦 女子化 に伴 い,こ れ

か らは転換 を迫 られ る こと もまた事実 で あ る。 また,第1次 産業 中心 の産 業構 造 の変 革 を

求 めて,「 地 域 お こし」運動 が 展開 され 出 したので もあ る。 ところで牛 窓町 民 は今 後 の産 業

の発 展 につ いて どの よ うに考 えて い るので あ ろうか。昭和52年 と58年 の ア ンケー ト調査 に

よれ ば,"観 光 ・レ ク リエー シ ョン中心 に発 展"す るべ きで ある と考 え る人 々が 多 く,現 状

か らの脱 却 を望 む声 が増 えて きて い る(第4図)。
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出所:生 産農業所得統計60年

3.補 助 事 業 の活 用 に よ る町 づ く りの推 進

(1)緑 の村整備事業 と前島の開発

牛窓町の開発 のきっかけとなった ものは,農 林水産省の農村地域農業構造改善事業(自

然活用型)の 導入である。 この 自然活用型 は新農業構造改善事業の一環 として,① 学童 ・

都市生活者等への農業 ・農村の役割に対する理解 を深 める機会及 び健全な余暇活動の場 の

提供,② 農業者等の就業機会の増大,③ 農家経済 の安定向上,な どを目的 に進められてい

るものである。

牛窓町では,昭 和54年 から総事業費3.2億 円(そ の内国庫補助金1.6億 円)で 「緑 の村整

備事業」が実施 された。 これは大阪城築城 の残石群の跡地で有名な前島(81世 帯,人 口302

人)を 開発 しようとするもので,事 業 は土地基盤整備 と地域環境整備の2つ か らなる(第

3表)。 前者 は前島のグリー ンロー ド,遊 歩道の新設,観 光農園に通ずる連絡農道の改築な
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第2表 修 正Weaver法 によ る農 業 地 域 区 分

岡 山 市

倉 敷rlJ

iミ野 市

総 社 市

御 津 町

建 部 町

加茂川町

瀬 戸 町

山 陽 町

赤 坂 町

牛 窓 田∫

邑 久 町

長 船 町

灘 崎 町

早 島 町

山f村

清 音 村

船 穂 町

金 光 町

真 備 町

耀

100.0%

100.0

100.0

100.0

100.0

loo.〔 〕

100.0

100.0

100.0

100.0

100.O

100.0

100.【)

100.0

10〔〕.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

米

48.7

36.6

43.2

42.4

50.1

45.4

33.6

57.3

38.1

52.7

2.9

47.0

57.5

36.4

74.2

36.3

55.8

11.4

22.8

39.4

野菜

14.3

19.7

28.9

12.3

7.6

5.3

7.4

10,7

6.8

14.9

55.9

7.8

4.6

35.7

11.3

40.5

15.7

21.5

11.3

12.7

果実

12,1

10.9

6,6

16.2

13.6

4.1

8.2

20.7

28.3

14.7

0.3

8,2

o.9

1.3

8.0

19.5

1.7

60.6

13,9

13.6

乳牛

8.4

8.1

6.4

2.6

9.2

31.6

17.3

2.0

5.7

1.1

35.6

18.0

22.3

2.7

0.0

1.0

3.1

0.6

14.8

1.9

鶏

5.8

13.5

1.3

12.7

11.0

3.8

13.2

0。9

9.5

8.3

0.0

6.0

0.0

7.7

0.0

0.0

1.1

0.0

22.1

25.3

麦・苗木

1芸作物

5.4

3,0

6.0

4.7

0.0

0.0

13.6

0.0

6.5

0.0

0.0

4.4

5.8

14.5

0.0

0.0

17.6

0.0

9.9

0.0

その他

5,3

8.3

7.8

9.1

8.6

9.8

6.7

8.4

5.2

8.3

5.2

8.5

9.0

1.6

6.5

2.6

5.0

5.9

5.1

7,0

農 業経 営
区 分

R・V・F

R・V・C・F

R・V

R・F・C・V

R・F・C

R・D

R・D・T・C

R・F

R・F

R。V・F

V・D

R・D

R・D

R・V

R

V。R・F

R・W・V

F・V

R・C・D・F・V・P

R・C。F・V

(注)R一 米,V一 野 菜,F一 果物,C一 鶏,D-一 乳 牛,T-ll芸 作 物,W一 麦,P一 苗木

(農 業所 得統 計60年 よ り算 出)

40

%

30

20

1(1

0

農業中心 住宅地 観光中心 わからない
漁業中心 商工業中心 現状のまま その他

園 昭和52年 翻 昭和58年

第4図 牛 窓町民が 考える産業 の発展方向

(『牛窓町振興計画』昭 和58年 、P30)
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観光と文化活動による地域の活性化

第3表 緑の村整備事業の概要

事 業 区 分

土地基盤整備

地

域

環

境

整

備

事

業

合 計

事 業 主 体

牛窓町

牛窓町

牛窓緑の村
農園組合

鹿歩山農園
組合

牛窓町緑の
村公社

牛窓緑の村
農園組合

鹿歩山農園
組合

牛窓町緑の
村公社

内 容

連絡農道整備

郷土文化保存伝 習施設
(緑の村センタ～)

野外緑地広場施設

野外緑地広場附帯施設

林間休養施設
(キャンプ場)

運 動 広 場施 設

(テニ ス コー ト)

観光農業園地等管理施設

観光農業園地等管理施設

公社管理事務所

学童農園,体 験農園施設

体験農園施設

農産 物 運搬 船(フ ェ リー)

事 業 量

6,289m

1棟

155.27m2

5カ 所

9,100m2

1棟

18.6m2

1カ 所

2,000m2

2カ 所

1,400m2

1棟

53.94m2

1棟

202.69m2

事 業 費

170,550千 円

14,280

6,520

1,850

2,500

10,000

3,000

21,152

1棟

183,5m2

4カ 所

20,000m2

1カ 所

20,000m2

1隻

72.94t

25,648

72

228

62,200

321,000

実施 年度

昭54-55年 度

55

55

56

55

55

56

56

56

56

56

56

(産業課資料 による)

ど,主 として道路の整備 にあてられた。一方地域環境 の整備 としては,牛 窓町の本土側 に

緑の村観光 センター,鹿 歩山農園組合の管理セ ンター,前 島側に緑の村管理事務所,キ ャ

ンプ場,テ ニスコー トな ど観光農園や レジャー関係の諸施設が整備 された。

この事業では,と くに本土側 と前島の連絡 を密 にするために,農 産物運搬船の名 目で73

tの 新型 フェ リーが30分 毎に運行 されるようになった。従来は,フ ェ リーは前島の有限会

社が経営 していたが,こ れを機会に,島 の住民 と町で構成 される 「牛窓町緑の村公社」 を

作 り,責 任体制が強化 され るとともに,輸 送力の増強が図られることになった。 なお,そ

の後,フ ェリーは62年4月 に200tの 船が就航 してお り,現 在ではこれが主力 となってい

る。

なお岡山県には,牛 窓町の他 に,草 間自然休養村(新 見市),城 北 自然休養村(勝 山

町),富 自然休養村(富 村),松 山自然休養村(高 梁市),東 粟倉 自然活用村(東 粟倉村)な

どの自然 と緑の村がある。

(2)農 村地域定住促進対策事業 と本土の開発

前島の開発に対 して,本 土側の事業 としては 「農村地域定住促進対策事業」がある。 こ

れは昭和57年 度か ら始 まった もので,事 業の目的は牛窓町の定住人口をもっと増加 させる
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観光と文化活動による地域の活性化

ために,就 業の場所の創 出,そ れ に必要な施設を整備 しようとする ものである。総事業費

2.4億 円で集落集会施設,農 協にコンピューター設置,寒 風陶芸会館の建設ならびにそれへ

の進入路の新設,改 良な どの諸事業が行われた(第4表)。

第4表 農村地域定住促進対策事業の内容

勾 容

農 道(改 良 ・舗 装)

集出荷施設

共同作 業施設

電 算 機

集落集会施設

主 体

牛 窓 町

長浜農協

ノノ

ノノ

牛 窓 町

寒風陶芸会館 ノノ

事 業 量

L=1,843.6nユ

VV-4.0～5.0

事 業 費

98,828千 円

1棟112m2 6,200

1棟168m2 12,422

1台 11.900

1棟81m2 11,000

1棟529m2 91,330

実 施 年 度

昭60-62年 度

63

63

58

59

59-60

(産業課の資料による)

この事業の中心 をなす ものは寒風陶芸会館であ り,岡 山県 と牛窓町,そ して民間による

財団法人 により運営されている。ことに岡山県では,「東瀬戸内海洋レクリエーション基地

推進」 を目ざして,牛 窓町に建設 され る陶芸会館の整備事業費の一部 を補助 している(昭

和59～60年 度で約1,400万 円)。

牛窓町の寒風～帯では,飛 鳥時代から奈良 ・平安時代 にかけて,須 恵器をはじめ鴎尾な
7)

どが焼かれていた古窯群跡で,現 在の備前焼のルーツ と言われている 。昭和61年 には国の

重要史跡 に指定 された。寒風会館 の資料展示室 には,時 実黙水氏が収集 した寒風一帯か ら

の出土品(い わゆる時実 コレクション)を 中心 に,古 代須恵器の展示な らびに焼物 の歴史

単位 ・千 人

工.8

1.6

1.4

1.2

1

0.8

0.6

0.4

0.2

,!、 、 、 ノ!
、!

ノ〆 、 、ノ

!、 一 一 一 、!
ノ

ノ

!

!
!

ノ
ノ

!
!

!

ノ

,4

ノ

ノ
ー

ー

ノ
1

ノ
'

ー
ノ
'

ノ
ー

ー

ノ
ノ

ノ
'

ー

ー
ノ

'

、

、

、

1月23456789101112

一 昭和61年 一一一昭 和62年

第5図 寒風陶芸会館 入場者数

(会館資料 よ り作成)
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的 推移 が見 学 で きる ように な ってい る。会 館 の周辺 には作家 の工 房 が あ り,全 長50mを こ

え る 日本一一の登 り窯 が造 られ てお り,話 題性 を も提 供 してい る。

昭和60年9月 に完 成 した この会館 は,61年10,961人,62年 には9,570人 の入館 者 が あ った

(第5図)。1日 平 均 にす る と約30人 とい う事 にな る。12～3月 の来館 客 が少 い よ うであ る

が,今 後 は,ペ ン シ ョンな ど宿 泊施 設 と連 携 した,よ り効 果 的 なPRが 必 要 とされ る もの

と思、わ れ る。

(3)日 本 で唯 一 の海浜 型ペ ンシ ョン村 の形 成

「緑 の村整 備 事業 」 と時 を同 じ くして,牛 窓 町 当局 は,若 者が滞 在 す る町 と して,ペ ン

シ ョン村 を形 成 す る ことを考 えた。 そ こで牛 窓 町 は,日 本 ペ ンシ ョン協 会 にペ ン シ ョン誘

致 の話 を もち こん だの で あ る。 そ して昭和54年 に,町 は瀬 戸 内海 を眺 望で きる鹿 忍地 区の

丘陵上 の土地 を用意 した。 この土 地 は,日 本 列 島改造 の時 に阪神電 鉄 が買 い 占め てい た も

の で あ った が,ペ ンシ ョン協 会 が これ を譲 り受 け,分 譲 した もの で あ る。 ペ ンシ ョン協 会

が大 阪 に事 務 所 を構 えてい た ことか ら,京 阪神 を中心 にオー ナー を募 った と ころ,京 都 市

か ら2名 の オー ナ ーが応募 し,54年6月 に第1号 のペ ン シ ョンが オー プ ンした ので あ る。
　　

ここで少 しペ ンシ ョンの概要について述べ ることにしよう 。 日本で最初 にペンションが

登場 したのは群馬県の綿貫ペ ンシ ョンであるが,そ れ以降急速 に成長 し,現 在 では長野県

を中心 に約2,500軒 のペ ンションが立地 している。ペ ンションを我が国に普及 させて きたペ

ンシ ョン・システム・ディベ ロップメン ト株式会社(P .SD)が 不動産業 と間違 れるのを防

ぐため,創 業後(昭 和48年 設立)4年 間は地方公共団体が誘致する地域で しか土地 を斡旋

しなかった こともあって,我 が国 に導入 された初期のペ ンションの大半は長野県や新潟県

などの高原 に立地 し,沿 海部のペ ンシ ョンは極 めて少数 に とどまっていた。沿海部 の地価

の高 さは,同 時にこれ らの地域では適地が非常 に少い こともあ り,新 規開業希望者 は多い

に もかかわ らず低調 であ り,伊 豆半島 にみ られ るように,海 を望 んだ伊豆で土地 を探 し,

逆 に海沿いでな く高原で,は るかかなたに海 を見 る立地で開業 とい うようなケースが続 出

して きたのである。

この ようなペ ンションの立地動 向の中にあって,全 国で も唯一の海浜型の本格的 なペ ン

シ ョンが誕生 した ことは,牛 窓町の観光発展 に とって誠 に幸運 なことであった と言 えよう。

牛窓のペ ンションはその後着々 と増加 し,56年 には9戸 のペ ンシ ョン村が形成 された。ペ

ンションのオーナーはほ とん どが京阪神の出身者であ り,年 齢 は30歳 代が中心であった。

様々の経歴 をもった人々が,脱 サラ,脱 都会,趣 味 と実益 を兼ねた人生 を求 めて,未 知の

牛窓町でペ ンシ ョン経営 に乗 り出 したのである。昭和63年 にはペ ンシ ョンは18軒 に増加 し,

量的 には順調 な伸 びを示 してい るように見える。

しか しながら,ペ ンシ ョンの開設か ら1～2年 間は,宿 泊者 はほ とんどな く,土 曜 日以

外 は開店休業の状態であった。経営状態は極度 に悪化 した と言われ る。 ほとん どのオーナ

一174一



観光 と文化活動による地域の活性化

一 は2
,000～3,000万 円 の借金 をかか えてい たの で,平 日は土木 作業 員 として 日稼 ぎの仕 事

に従 事 した。 民宿 の経営 者 の よ うに農 ・漁業 を兼 ね て い る訳 で はな い し,土 地 ・建 物 のす

べ て を購入 して開業 す るペ ンシ ョン経 営 者 は苦難 に直 面 した。 あ るオー ナー か らの聞 き取

りによれ ば,ロ ー ンの支 払 い が精一杯 で,年 金 も払 えず,免 除 の 申請 を した と言 う。 また

小学 校 に通 う子 供 の給食 費 の支 払 い に も事 欠 くあ り様 で あった。

この よ うな状 況 の下 に,牛 窓町 当局 は,ペ ンシ ョン誘 致 の一 方 の当事 者で もあ り,観 光

客 誘致 の た めに,牛 窓 町 の名 前 を売 りこむべ く,様 々 の イベ ン ト作戦 を展開 したの で ある

(こ れの詳 細 に つい て は後 述 す る)。 その結果,徐 々 に宿 泊者 数 は増加 し,現 在 で はペ ン シ

ョン経 営 は一 応軌 道 に乗 り,本 格 的 な展開 を示す ように な ったの であ る。

そ こで次 に,牛 窓 町で行 わ れ てい る様 々の イベ ン トについ てふ れて お こ う。

第5表 牛窓町における町づ くりの概要

日召54f卜

56

57

58

59

60

61

62

主 要 項B

・緑の村整備事業(前 島の開発)

(自然活用型農業構造改善事業)

・農 村地 域 定 住促 進 対 策事 業

(本 土側 の 開 発)

・ギリシャのミティリニ市と姉妹都市提携

・ふ る さ と村 う し ま ど会発 足

・第1回JAPAN牛 窓 国 際 芸 術 祭

・ギ リシ ャ セ ミナー

・第2回JAPAN牛 窓 国際 芸術 祭

第1回 ビエ ン ナー レ
・寒風 陶 芸 の里

・第3回JAPAN牛 窓 国際 芸術 祭

・ギ リシ ャセ ミナ ー

・第4回JAPAN牛 窓 国際 芸術 祭

第2回 ビエ ンナ ー レ

宿 泊 施 設

゜/＼ ノ ン ヨ!

第1号 完成

゜!＼ ノ ン ヨ ノ

村誕生

・第1同 ペ ン

シ ョン村 祭

・第2回 ペ ン

シ ョ ン村 祭

・牛窓ホテル開設

・第3回 ペ ン

シ ョ ン 村 祭

・第4回 ペ ン

シ ョン村祭

・第5回 ペ ン

シ ョン村祭

スポー ツ関 係 イベ ン ト

・瀬 戸 内 サ イ ク ル ロ ー ド レ ー ス

・サ イ ク リ ン グ セ ン チ ュ リー ラ ン

・牛 窓 カ ップ ウ ィ ン ドサ ー フ ィ ン 大 会

・牛 窓 カ ッ プ ハ ン グ グ ラ イ ダ ー 大 会

・牛 窓 カ ップ ヨ ッ トレー ス大 会

・ウ ィ ン ドサ ー フ ィ ン コ ン テ ス ト

(注)ス ポーツ関係 イベ ン トは毎年継 続的 に行われ てい る。(役 場資料 と聞 き取 りによ り作成)

4.町 づ く りとイ ベ ン トの展 開

(1)ギ リシャの都市 との姉妹都市提携 の成立

牛窓町の名前を世 間に売 り出すために,一 番効果的な方法 は何か。町当局はギ リシャの

エーゲ海 に浮かぶレスボスLesvos島 の ミティリニMitilini市 と姉妹都市縁組 を結ぶことを考

えた。牛窓町 は青いオ リーブ,美 しい島々 と海 に形容 され るように,ギ リシャのエーゲ海

とその景観が類似 していた ことか ら,縁 組 はとん とん拍子 に成立 し,昭 和57年7月 ミティ
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リニ市において調印式が行われた。 日本でギ リシャの都市 と姉妹都市提携 をしたのは牛窓

町が最初であったことか ら,マ スコ ミが大々的にこの調印式 をとり上 げ,牛 窓町の知名度

は飛躍的に向上することになったのである。 なお,第6表 は日本の市町村 と外国の交流例

を示 した ものであるが,意 欲的な取組 みが各地 で行われつつある。

第6表 農山漁村における国際交流事例

市 町 村 名

新潟県 両津市
津南市
聖籠町
朝日村
黒川村
笹神村
大和村
牧 村

富山県 利賀村

大分県 大山町

鹿児島県

大隅地域

交 流 先

アラブ首長国

連邦

ギ リシ ャ

デル フ イ市

イス ラエ ル

メギ ド町

アジア諸国

交 流 の 内 容

・昭和51年1月 ,過 疎 山村 の6町 村 が 連合 し,「ニ イ ガ タ首長 国連 邦 」

を建 国(そ の 後,平 地農 村 の 聖 籠町 と佐 渡 島 の 両津 市 が参 加),都

市 との交流 を推 進。
・昭和61年8月

,ア ラ ブ 首長 国連 邦 の駐 日大 使 が 聖 籠町 等 を訪 問,

様 々 な イベ ン トを行 い交 流。 昭 和61年12月,親 善使 節 団 を結 成,

農林 水 産物 加 工 品 等 ふ る さ と産 品 を携 え,ア ラ ブ首長 国連 邦 を訪

問 す る等 国際 交 流 を推 進 中。

・過疎 対 策事 業 として,村 の豊 か な 自然 の活 用 と文 化遺 産 で あ る合

掌 家屋 の保 存 整 備 を意図 して,合 掌文 化村 を整 備。 これ を拠 点 と

して,都 市 との 交 流 や文 化人 等 との交 流 を促 進 。

・昭和57年 か ら世界 演劇 祭(そ の後 ,ジ ャ ンル を広 げ,世 界 芸術 祭)

を開催 。 毎 年,10日 間余 りの期 間 中 に約1万 人 の 観客 が 訪 れ る。

また,国 際 演 劇 夏季 大学 を開 催,約1カ 月 にわ た って世 界 各 国の 俳

優,演 劇 者 等30～40人 が 集 まる。 村 で は,英 会 話 セ ミナー も開 講 。
・昭 和61年 ギ リシ ャの デ ル フ ィ市 と,双 方 と も世 界 演劇 祭 を開催 し

て い る こと を契 機 に姉 妹 都 市盟 約 を締 結 し,国 際 交流 を推進 中。

・イ ス ラエ ルの メ ギ ド町 と姉 妹 町関 係 を結 び
,昭 和44年 か ら毎年,

町 費 で3～4人 の 青 年 を イ ス ラエル の集 団 農場(キ ブ ツ)に 派 遣,

4カ 月 の研 修 をさせ,そ の 合理 的 な 共 同生 活 の体 験 を町 づ くりに

生 か して い る。 また,こ う した運 動 の 中 か ら 「世 界 を知 ろ う会 」

な ど若者 た ちの 自主 的 な グル ー プが 生 まれ,海 外研 修 等 を実施 中。

・鹿 屋 市 に本 部 を置 く南 方圏 交 流 セ ンタ ーの主催 で昭和57年 か ら「か

ら い も交 流 」を ス ター ト,毎 年 約100人 の在 日留 学 生 を2週 間 の 日

程 で 地域 住 民 の家 に迎 え,友 好 を深 め る地 域 ぐるみ の 手づ く りの

国 際 交流 を推進 中。 また,昭 和60年3月 に はア ジ アの地 域 リー ダ
ー を招 い て 「第1回 か らい も交流 ア ジア会 議 」 を開 催

。

(国1二庁計画 ・調整局 四全総研究会編 『第四次総合 開発計画』時事通信社,P189よ り引用)

② ふ るさとうしまど会の発足

昭和57年8月,牛 窓町は 「ふるさとうしまど会」 と称する特別村民制度 を実施 した。岡
9)

山県では,現 在24の 市町村が同制度を実施 しているが,最 も歴史の古 いのが昭和52年 の越

畑ふるさと村(鏡 野町)で あり,牛 窓町は比較的新 しい村民制度 として発足 した。「うしま

ど会」の事務局は役場内の観光協会におかれている。

会員 に は次 の ような特 典が あ る。① ふ る さ との便 り…定期 的 にふ るさ との カ レンダー,

レジャー情報などを送 るとともに,会 員相互の情報交換の場 としても活用。②ふ るさと特

産物…特別会員 に限 り,年2回 以上ふるさ と特産物 を送 る。③各種料金等の割引…⑦宿泊

料金(基 本料金の10%割 引,以 下同 じ),@島 めぐり観光船,⑤ 潮干狩料金,㊥ 海水浴場施
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設 利用 料金,㊥ 鹿 歩 山農園組 合管 理 セ ン ター,㊦ テニ スコー ト料金,㊦ 飲 食料 金(う しま

ど会協 力店 に限 る),⑦ 宿 泊料 金,④ 町 施 設 の利用 … スポー ツ施 設等 が町 民 並 に利用 で き

る。⑤ ふ る さ とう しまど会 の企 画 に参加 で きる,な どで あ る。

う しま ど会 の発 足 当時 は,会 員 は特 別会 員(会 費10,000円)と 一般 会 員(2,000円)に 分

かれ てい たが,現 在 で は特別 会員 の みに な って い る。会 の発 足 当時,特 別 会 員は500世 帯(ふ

るさ と特産物 と会報が 送 られ る),搬 会 員 は300世 帯(会 報 だ けで特産 物 は送 られ ない)

い たが,昭 和62年 度 に は特 別会 員が184世 帯 とな ってい る。

では,会 員 に は どの よ うな特産 物 が送 り届 け られ るの であ ろ うか。 昭和62年 度 の場合,

10月 に はオ リー ブ製品(サ ラ ダオイル)と バ ス オ リー ブ(入 浴剤),1月 には カキ,ノ リ,

マ マカ リ,6月 には馬 鈴薯,カ ボ チ ャ,ミ ニ トマ ト,生 醤 油 な ど とな ってい る。

ところで,全 国で実施 され てい る特 別村 民制 度の場 合,会 員 は 当該 市町村 の 出身者 が多

い。 しか し,牛 窓町 の場合 はほ とん どが他 府 県の人 々で あ る。 い ま,昭 和地62年 度 の会 員

の居住 地域 別 内訳 を示す と,大 阪府 が圧倒 的 に多 く46%を 占め る。以 下,兵 庫 ・京 都 と続

くが,こ の3府 県 だ けで 実 に73.6%の 会 員 を集 めてい るので あ る。 その意 味で は,京 阪神

の人 々 を牛 窓 町 に引 きつ けよ う とす る方 法の一一つ として,特 別村 民制 度 は大 きな効 果 を発

揮 して い る もの と言 えよ う。 ただ し,前 述 の ように,特 別村民制 度 が始 まって4年 目の62

年度 には会 員数 が減 少 して きてお り,制 度 の見 直 しが迫 られ てい る こ とも,ま た事 実 で あ

る。 そ こで,次 に特別 村民 制度 の会 員が減 少 した理 由 につい て考 えてみ よう。

① 全国的 に特 別村民 制度 が普 及 した結果,昭 和60年 度 には約300市 町村 が これ に類 似 した

事業 を行 って お り,各 市町 村問 の競争 が激 化 した こと。

②牛 窓 町 は海 と畑 の双 方の産 物が あ るが,オ リーブ以外 は重 量野菜 しか な く,特 産物 と

しての魅 力 に乏 しい点が無 きに し もあ らずで あ る。

岡 山 吟

広 島 県(4.4

奈 良 県(4.9%

東京 都(6.0%)

京 都 府(8.8%)

その 他(8.2%)

大 阪 府

(46.2～ぢ)

兵庫県

第6図 ふ るさ ヒうしまど会 員の居住地域別内訳

(産業課資料 より作成)
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③特別村民制度その ものに対する取 り組み方の問題 も一因 としてあげられ よう。観光協

会が事務局 となっているが,こ の制度 を発展 させてい く意気込 みに少 し欠 けるように

感 じられる。筆者が これ まで調査 した兵庫県但東町,岡 山県鏡野町,な どの場合 と比

較する と組織 ・体制 などの面 において,充 実感が乏 しいように感 じられるのである。

(3>ス ポーツイベ ン トの展開

海浜 リゾー ト型のペ ンション村の誕生 に合わせ,瀬 戸内の海 を生か した若者向けのイベ

ン トが是非 とも必要 となってきた。牛窓では従来 よ り,ウ イン ドサー フィン,ヨ ッ トなど

を個々に楽 しむ若者やオ リーブ園 を利用 してハ ンググライダーに興ずる人々がいたが,町

当局はそれに相乗 りする形 で,各 種 のイベ ン トを打出 していった。すなわ ち町・観光協会・

商工会等で実行委員会 を作 り,各 大会 を組織化 し,町 のイベ ン トとして定着化 を図 ったの

である。

第7表 に示 したのはイベ ン トの概要である。5月 ～12月 にか けて,盛 り沢山のスポーツ

行事が組 み込 まれていることがわかる。 この中で,牛 窓 カップヨッ トレース大会は,ペ ン

ションのオーナー にヨットの好 きな人がいて始 めた ものである。 また牛窓カップハ ンググ

ライダー大会はオ リーブ園の頂上にランチャー台を観光協会が作 り,そ こか ら錦海塩田の

跡地 と向って舞い上 るもので ある。なお県営の ヨッ トハーバーが62年 の7月 に一部オープ

ンし,継 続工事中であるが完成後 には,西 日本一の規模 を有する もの とな り,レ ジャー基

地 としての大 きな期待がよせ られている。

5.文 化 と芸 術 に よ る格 調 高 い 町 づ く り

以上のようなスポーツ大会のほかに,牛 窓町では文化の町 としてギ リシャ ・セ ミナー と

JAPAN牛 窓国際芸術祭を開催 している。まずギ リシャ・セ ミナーは牛窓国際友好都市協議

会,日 本ギ リシャ協会の主催で昭和59年 より8月 に隔年で実施 されている。 これは古代ギ

リシャ文明をはじめ,参 加者 にギ リシャに対する理解 を深 めて もらうためのセ ミナーであ

る。昭和59年 のセ ミナー には750人 の参加者が あった。

牛窓町で最大のイベン トはやは りJAPAN牛 窓国際芸術祭であろう。昭和62年 の国際芸術

祭の案内書か らその目的 をさ ぐってみよう。「古代 ギ リシャの例 にあるように,文 化 と芸術

をはぐくんだのは母 なる海 と温暖な自然の恵みであった。幸いに も牛窓 は地中海の ような

地形 と豊かさに恵 まれた海 とオ リーブの中にあ り,古 い街並の温存,こ の地 の持つ伝統(例

えば須恵器の発祥地)な ど,多 くの歴史 をあわせ もつ全国で もまれにみる良域 の一つであ

ります。…"文 化 と芸術"の 地方での活性化が求められているいま牛窓は この特異 な地理

的条件 を利 して,い ち地方都市 とはいえ,国 際的なひろが りをつ くり出 してい くことを目

指す もの とし,そ れ は十分に可能 なことと信 じます。… このようなことはスペ インのビル

バオや,ド イツのカッセル という小 さな町で行われていて,そ れ によって世界的に有名 な
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第7表 牛窓町で開催されるイベント

でベ ン ト名

ス

ホ

ツ

ま

!2

り

芸

術

・文

化

沖貞ノ彗勺 →ナ イ ク/レ

ロ ー ド レ ー ス 大 会

サ で ク リ ン グ セ ン

チ ュ リ ー ラ ン

'誓窓 カ ッ プ ウ でン

ドサ ー フ ィン 大 会

ウ で ン ド サ ー フ ィ

ン コ ン テ ス ト

スレツヨ窓

会

一.
大

牛 窓 カ ツ ブ ヨ ツ ト

レー ス 大 会

ノ1窓 カ ッ フ ・・ン グ

グ ラ イ ダ ー 大 会

ロスアイ

会

ラ

人

窓

全

ト

ン

牛窓港 まつ り

牛窓ふる さ と秋 ま

つ り

牛 窓 ヘ ン シ ョン村

柔つ り

ギ リ シ ャ ・セ ミナ ー

JAPAN牛 窓 国 際

芸1ボ∫祭

開催時期

5月 中 旬

～7ナ 」上二至ヨ」

9月h旬

7月 第1日

曜11

9月 ド旬

(不定期)

5♪ヨ呼141J

(不 定 期)

9月 ド旬

12♪ ヨ～1,」

9♪ ヨlll41」

8月 第1上:

曜 日

10月 第4U

曜 日

lO月 ヒ旬

8∫」(隔 年)

11月L句

L催 者

岡山県ザ イ7リ ング協会

日本 サ イ ク リン グ協 会

岡山県什 イクリン グ協会

等会商議
,弔
.
光

委

観

一J

°

千

丁

7
一.＼

　財

鳳+
メ

1・Jl二

ヨ ・ソ ト愛 交f二者 イ:f,忘

実 行 委員 会

(町 ・観 光協 会・商L会 等)

inほ

同L

牛窓町 ・牛窓町商L会

牛窓町観 光協会

各町内会

ヘ ン シ ョ ン オ ー+一 ズ 会

牛窓国際友好都巾協議会

日本ギリシヤ協会

実行 委員会

(町・各種団体・民間企業)

参加者数

100～150人

1`)0～150ノ ＼

100～150ノ ＼

100～150ノ ＼

20～30艇

(100～150ノ ＼)

30～40舟 廷

(150～200人)

30～4{磯

200人

(観 客5〔}0人 、)

7000～8000ノ ＼

2000～30〔}0ノ ＼

30〔工～400ノ ＼

200～300人

4000～6000人

イベ ン トの 内 容

前 島 グ リー ン ロー ド(1周5.5km)

を使 用 して 実施 。

鳥 取 ～ 牛 窓160kmの ロ ー ドレ ー ス。

海水浴場 開 きの 日に,西 脇海 水浴

場 で開催 。

夏 の シー ズ ンの 終 りに,西 脇 海 水

浴 場 で 行 う。

県内の ヨッ ト愛好 者を中心に牛窓

港 沖 ・帯で行 う。

瀬 戸内海 一帯 の ヨッ トマ ンの参加

に より牛窓港沖 帯 で開催。

オ リー ブ園頂 上の ランチャー台 か

ら錦海塩 田跡地 に向 けて飛 び出す。

前島全 島を使 い,止 規の8分 の1

程度の スケールで実施。

牛窓港 一帯 で行 う恒例の 夏の風物

詩。

牛窓神 社の秋の祭礼行 事。

ヘ ンシ ョン年1回 の 感 謝 デ ー 。

占代 ギ リシ ャ文明 をは じめ,ギ リシャ

に つ い て の 理 解 を深 め る セ ミナー 。

現代 美術 を核 とした国際的芸術祭。

(産業課資料による)

観 光 地 とな ってい ます。 … そ のた めに は内外 よ りい ろい ろな人 を招 き,種 々 シ ンポ ジ ウム

や展 覧 会 な ど創造 性 豊 か な企 画 によ って,国 際 的 な コ ミュニ ケー シ ョンを計 りなが ら,牛

窓 町の 活性 化 を はか る一 つの 試み として,質 の 高 い息 の長 い,積 み重 ね で実現 して い くこ

とが必 要 であ ります。」
10)

次に 「JAPAN牛 窓国際芸術祭」の特性についてふれてお こう 。

①現代美術を中心 とした総合的な国際芸術祭 とする。

② 日本で初めての試みである国際芸術誕生の地牛窓が元来有 している豊かな文化,オ リ

ーブと海の町 を広 く知 らしめ,町 制30年 記念の歴史を更にイメー ジアップし,内 外の

発展 に寄与する。

③第1期 を10年 間の計画 とし,長 期的な視野で地道 な成果 を積み重ねてい く。

④ レベルの維持,各 分野の水準 を画期的に拡げる契機。

⑤ シンポジウム と小さなイベ ン トは毎年の開催 とし,特 に地元の人々の参加 し易いプラ

ンを取 り入れる。

⑥国際現代美術展(大 きなイベ ン ト)は 隔年開催(ビ エ ンナー レ)と する。

-179一



観光と文化活動による地域の活性化

さて第1回 目は昭和59年 の11月 に行 われ,"地 方の文化"に ついてシンポジウムがオ リー

ブ園内のローマの丘で開催 された。 その時の講師 には池田真寿夫,乾 田明,赤 瀬川原平な

どが招かれた。

第2回 目は昭和60年11月 に 「ビエンナー レ第1回 国際美術展」が開かれフランスのダニ

エル ・ビュラン,小 杉成久などパ フォーマ ンスアー トの先駆者達の作品が展示 された。国

内はもとよ り,海 外での反響は著 しい ものがあった と言 う。 またシンポジウムは 「映像」

の分野 をテーマにアメ リカの ビデオ ・ディレクター,カ ール ・レフラー,篠 山紀信などが

出席 した。

第4回 目は昭和62年11月1日 ～3日 にかけて 「第2回 ビエ ンナー レ」が 「彫刻 と空間」

をテーマにジョエル ・シャピロ(ア メ リカ),ジ ュゼッペ ・ペ ノーネ(イ タ リア),村 岡三

郎,菅 木志雄の各氏の作品がオ リーブ園,東 服部家蔵,旧 中国銀行で展示 された。「彫刻 と

空間」については,国 際芸術祭の案内書には次の様 に説明 されている。「このふたつの側面

をともに包括 しうるコンセプ トとして,空 間のひろが りと彫刻のかかわ り,逆 から言 うと,

彫刻 という形式がその伝統的枠組か ら逸脱 して空間に広が ってい く様子,そ の点 を把握 し

てみれば,現 代の造形表現のひ とつの核心に近付 きうるはずである。」筆者 も展示物 を見学

する機会 を得たが非常に格調高いという印象を受 けた。

昭和62年 の もう一つの催 しは 「牛窓 と文化一将来への展望一」 とをテーマとするシンポ

ジウムである。すなわち,牛 窓の歴史 と現状 をふ まえて,地 域振興のあ り方,自 然および

文化的遺産の保存 と活性化をめぐって論議が展開 された。 シンポジウムのパネ リス トとし

て,針 生一郎,中 沢新一,若 葉み どり,池 田満寿夫,西 江雅之,小 田嶋悟郎な どが参加 し

た。各パネ リス トから牛窓の開発のあ り方について,① 牛窓がレジャーラン ド化 して しま

うことへの危惧,② 伝統的な建築群な ど町並保存のあり方,③ 人が集 まり楽 しむ町 として

牛窓町にすでにあるもの を意義づける必要がある。④ 田舎町を生かした開発のあ り方 とし

て,芸 術家村 を町に誘致する案。⑤環瀬戸内文化構想。⑥情報量の乏 しさの問題(書 籍類

の入手が困難である)⑦ 牛窓は観光地 としてそれな りに整備されつつあるが,東 京から牛

窓へ宿泊旅行 をすると海外旅行がで きるぐらいの費用が必要 とされるので牛窓は もっと危

機感 をもつべきである,な ど面白い意見が多数出され盛況であった。

東京か ら来 たパ ネ リス トが東京人か らみた牛窓の開発のあり方を論 じたという点では大

変興味 をそそ られたが,次 回か らは京阪神在住のパネ リス トにも沢山出席 して もらいたい

と思 うのである。なぜな ら,牛 窓町は京阪神の観光客 を対象に町づ くりを実践 しているの

であ り,京 阪神の人々の意見 も沢山聞 くような機会 も作 ってほしい ものである。 また,会

場 の総合福祉セ ンターに集 まった人々は肝心の牛窓町内の住民は少なかったように思われ

る。牛窓町民 と町外者の双方が自由に話 し合 えるような場 にするには,あ まりにも芸術的,

学問的であ りすぎ,よ り実務的,実 践的な話題 も必要 となって くるものではあるまいか。

一180一



観 光 と文イヒ活 動 に よる地 域 の活 性.化

「地方の時代」が叫 ばれ る今 日は,地 元の人間が主体性 を発揮 し,東 京などでは思いも及

ばない ような考え方が出されることを期待 したい ものである。

ところで,こ れほ ど大規模で文化の香 り高い 「JAPAN牛 窓国際芸術祭」が牛窓町で継続

的 に実施 されていることは誠 に驚嘆すべ きことである。 この ような催 しを町が実行するの

ではな く,一 民間人の出資によって行われてい ることもまた驚 くべ き事実である。海外か

らの芸術作品は,日 本 に到着 してか ら仕hげ るため,渡 航費,滞 在費な ど多大 な出費が必

要 となるとの事である。国際芸術祭の初年度 には設備投資 を含めて1億 円,そ の後 は毎年

5,000万 円ほ どの費用がかかるとの事であ り,その意気 ごみと努力 によって成 り立 っている

のである。 この ような町づ くりのための イベン トが今後 も継続するためには,町 当局 も資

金,組 織,企 画な どの面において民間に頼 り切 るばか りでな く,よ り一層の関心 をもち,

また援助をしてもらいたいものである。

6.滞 在 型 観 光 地 と して の成 果 と問 題 点

(1)観 光客の推移 と水泳客の不振

k述 のようなイベ ントの展開が,牛 窓町を訪れ る観光客 にどの ような影響を及ぼしたで

あろうか。 まず年間観光客の推移 をみると,昭 和45年 の34万 人か ら62年 の60万 人 まで順調

に増加 している。観光の種別では,海 水浴 と展望が多 く,続 いて魚釣,ス ポーツ ・レジャ
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第7図 観 光容の推 移

(産業課資料 より作 成)
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一 とな る。 しか し海 水浴,潮 干 狩 は過 去20年 間 にほ とん ど増 えず,頭 打 ち とな ってい るの

に対 して,魚 釣 り,ス ポー ツ ・レ ジャーの伸 びが著 しい。 と くにスポ ーツ ・レジ ャー は牛

窓 町 にお けるイベ ン トの実施 が効果 をあ げてい る もの と思わ れ る(第7図)。

と ころで,牛 窓 町 には牛 窓 ・西脇 の2つ の海水 浴場 が あ り,海 水浴客 の 内訳 は西脇135,000

人,牛 窓50,000人 とな って い るが,こ こで海 水浴客 伸 び悩 みの理 由 につい て考 えてみ よ う。

① 瀬戸 内海 の水質 汚濁 の 問題一 日本海 側 の海水 浴場 と比べ て水質 が極端 に悪 い。 ペ ンシ

ョンの オー ナー は,将 来 は'梅 を眺 めなが らプール で泳 ぐ"と い う構 想 を描 い てい る。

② 海水 浴場 と他 の観光 関連産 業 との関係一 どち らか と言 え ば,海 水浴場 の経 営者 とペ ン

シ ョンの経 営 者が お互 い に牛 窓 町の発 展の た めに,共 存 共栄 をはか る とい う意識 に乏 しい

面 もあ り,今 後 は各部 門の経 営者 が連絡 会 な どを結成 し,情 報 の交換,共 同 に よるPRな

どを考 えるべ きであ ろ う。 そ して海水 浴客 が牛 窓 に滞在 しうる方 策 を検 討 すべ きで ある と

考 える。

(2)宿 泊施 設 に 占め るペ ンシ ョンの地 位

ところで,滞 在 型 の リゾー ト地 を目 ざ して町 づ く りを進 め て きた牛 窓町 に とって,年 間

に訪れ る観光 客 の うち,宿 泊 者 の 占め る割合 は どの位 の もので あ ろ うか。 日帰 り客 よ りも

宿 泊客 の方 が地元 に とって利 益 に なる ことは言 う まで もなか ろ う。第8表 に示 した よ うに

昭和53年 は宿 泊客 はわずか に26,103人 で あ ったが,62年 には94,664人 に まで増 加 した。 宿

泊 者 の観光 客 に占 める割合 は昭和54年 まで は6%台 で あったが,ペ ンシ ョン村 が形成 され

た56年 には11.2%,そ して62年 に は15.8%に まで拡大 したの であ る。

第8表 年間宿泊者数と宿泊施設別シェアの推移

国 民 宿 舎

旅 館 ・ホ テ ル

民 宿

ペ ン シ ョ ン

,三
口

讐 憩光客

53年

12,499人

(47.9%)

4,391
(16.8)

9,213
(35,3)

26,103
(100.0)

6.1%

54

13β26

(47.3)

3,892
(13,3)

9,545
(32.7)

1,942
(6.6)

29,205
(IOO.0)

6.5

55

14,581
(35.1)

4,410
(10.6)

13,833
(33.3)

8,672
(20.9)

41,496
(100,0)

9.8

56

13,929
(27.0)

6,489
(12.6)

18,339
(35.3)

12,912
(25.0)

51.669
(100.0)

ll.2

57

13,005
(22,6)

7,958
(13.9)

18,864
(32.8)

17,614
(30.7)

571441
(100,0)

12,2

58

12,837
(19.1)

8,939
(13.3)

21,025
(3L3)

24,468
(36.4)

67,296
(100.0)

13.0

59

13,287
(18,1)

10,666
(14,5)

21,901
(29.9)

27,506
(37.5)

73,360
(100.0)

13.6

60

12,432
(16,0)

12,137
(15.6)

20β12

(26.8)

32,306
(41.6)

77,687
(100.0)

13.9

61

11,632
(13.6)

15,307
(17.8)

2L503
(25.1)

37,349
(43.5)

85,791
(100.0)

14,9

62

12,690
(13,4)

17,985
(19.0)

23,001
(24.3)

40,988
(43.3)

94,664
(100.0)

15.8

注()は 宿泊施設別シェア(産 業課資料より作成)

また,年 間宿 泊者 を各宿 泊施 設別 にみ る と昭和52年 に は国民 宿舎 が57%の シ ェア を占め

て いたが,55年 以降 はペ ンシ ョンの シ ェアが伸 長 し,62年 には それが43.3%を 占有 す るに

至 った ので あ る。 すな わ ち牛 窓町 にお ける宿 泊客 の増加 は,ま さにペ ン シ ョンによ って も

た らされ た と言 えるの で あ り,そ の意味 で,こ の町づ くりは成 功 をお さめつ つ ある と言 え

る ようで ある。
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その他

昭和57年 昭和62年

第8図 宿泊客の地域別内訳
(産業課資料より作成)

宿 泊施設 の地 域別 シ ェア をみ る と,昭 和61年 には大阪 ・兵庫 を中心 とす る近畿 地 方が圧

倒 的 に多 く,60%を 占 め る。 県内 は23.0%で あ り,大 阪 への依 存度 が高 い。 これ を昭和57

年 と比 較 す る と,県 内31.5%,近 畿地 方51.4%と な ってお り,近 年益 々大 阪方面 の観 光地

としての性 格 を強 めて い るよ うで あ る(第8図)。

第9表 宿泊施設別年間単純稼動率 次 に各宿泊 施設 の年 間単純稼 動率 を見 る こ

国 民 宿 舎

旅 館 ・ホ テ ル

ヘ ン シ ョ ン

受上 ⊥
r了

57年

37.8%

10.4

17.4

13。9

60

33.7

11.8

26.4

13.4

62

26.7

14.9

22.7

13,0

宿 泊者数注
,{1問 稼動 率丁 年間延収 容数 (産業課 資料による)

とに しよう(第9表)。 国民宿舎 はほぼ30%以

上 の稼 動率 を有 してお り,宿 泊客 の人気 を集

めて い る(62年 に26.7%に 低下 したの は,改

装 の ため2月 に営業 を休 んだ ためで あ る)。旅

館 ・ホテル も稼 動率 を高 め てい る中で,ペ ン

シ ョンは62年 に稼動 率が下 ってい る。 これ は,

この年 に新 た にペ ンシ ョンが2戸 営業 を開始 した ことに よるが,こ こに きてペ ンシ ョン も

そ ろそ ろ過 当競争 の段 階 に突 入 した ように感 じられ るので あ る。

第10表 月別宿泊者数と月間単純稼動率(昭 和61年)

国民宿舎

旅 館

ホ テ ル

ヘ ンシ ョ ン

民 宿

合 計
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1β40

(13.3)

1,362

(11.4)

2β43

(18.8)

6,073

(14.9)
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11,632人

(3L6%)

15,307

(14.9)

37,349

(25.7)

21,503

(1L7)

85,791

(18.3)

月間宿泊 者数注
,月 間 単純稼動率= 月間延収容数 (産業課資料 より作 成)
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次 い で,宿 泊客 の 月別 変化 をみ る こ とに しよ う(第10表)。 月間稼 動率 で は,国 民 宿舎 と

ペ ンシ ョンが8月 にす る どい ピー ク を示 す の に対 して,旅 館 ・ホテ ル,民 宿 は ,そ の傾 向

は比較 的 小 さい。 こ とに民宿 は宿 泊 の他 に宴会 が 多 く,こ の表 には あ らわれ て こない利 用

者が 多 い もの と思わ れ る。ペ ン シ ョンにお いて は,7月 と8月 の2ケ 月間 の宿 泊者 が年 間

総 宿 泊者 の42.6%を 占めて い るが,国 民宿 舎 は30.3%,民 宿 は31.6%と な ってい る。牛 窓

町 のペ ンシ ョンは海 浜型観 光 地 の特色 を示 して い る。

ところで,ペ ンシ ョンは年 間 に どれ位 の宿泊 者 が あれ ば採算 点 に到達 で きるの で あ ろ う

か。 一般 に,昭 和40年 代 に建 て られ たペ ンシ ョンは,年 間 に2,500～2,800人 程 度 の宿泊 利

用 者 が ない と採算 が とれ な い ものが 多 か ったが,昭 和55年 以 降の ものは従 来 と同 じよ うに

システ ィマ テ ィックに作 られ た もの は,年 間 に1,800人 の利 用 で損益 分 岐点 に到 達 で きる よ
11)

うにな って い る とい わ れ てい る 。 牛 窓 町 のペ ン シ ョ ンの 場合 も24ベ ッ ト程 度 の ものが 多

く,ほ ぼ基 準 を満 た してい る もの と思 わ れ る。 昭和61年 に は1ペ ンシ ョン当た り2,334人,

62年 に は2,277人 の宿 泊者 が あ り経 営上 の採算 は十分 に とれ てい る もの と思 わ れ る。

(3)ペ ン シ ョン と民宿 経 営 の事例

ここでペ ンシ ョン と民宿 の 具体 的 な事例 を示 す こ とに しよ う(第11表)。Aペ ン シ ョンは

夫 婦2人 が主幹 労働 で あ る。 オ ンシー ズ ンだ けは1年 間 を アルバ イ トで生計 をた てて い る

人 を2～3人 雇 用 して い る。 開業 当初 は最 低基 準 のペ ン シ ョンで あ ったが,宿 泊客 も少 な

く,ロ ー ン支 払 に追 われ生 活 も大 変苦 しか った。 しか し経 営 が軌道 に乗 り始 めた4年 後 に

10室 に増築 して い る。宿 泊 者 は京 阪神 が 多 く70%を 占 める。 また宿 泊者 の50%は 夏 期 シー

ズ ンに集 中す る。 た だ し数 年 前 まで は夏 に は40%程 度 で あ った と言 うこ とで あ り,夏 期 の

シェアが高 まって きて い る と言 うこ とで あ る。 年 間宿 泊者 は最 低水 準 の2,000人(年 間単純

稼 動率23.8%)と な って い るが,経 営 者 か らの聞 き取 りに よれ ば,25～30%の 稼 動 率が あ

れ ば十 分 に経 営が 可能 で あ る と言 う。

Aペ ン シ ョンが 開設 された 頃 は,ペ ン シ ョンの 開業 資金 は約5,000万 円 を必要 としたが,

この 内2,000万 円以 上 の借 金 を抱 え てい た。 最 近 では7,000万 円の資 金 が な けれ ばペ ンシ ョ

ンの オー ナー にな るの は難 しい と言 われ て い る。 この場 合4,000万 円が 自己資金,3,000万

円の借 り入 れ が安定 した経 営 の条件 との事 で あ り,土 地 を有 して い る人 か資 産 家 でな い限

り,現 在 で は脱 サ ラに よ るペ ンシ ョン経 営 はほ とん ど不 可能 とな りつ つ あ る。

そ こで参 考 的 に最 近新 築 されたB民 宿 の場合 を紹 介 しよ う。B民 宿 は昭和61年 に新 築 さ

れ たが,外 観 ・内装 と もにペ ンシ ョン とほ とん ど変 わ らないが,和 室 が4室 あ り収容 人 員

もペ ンシ ョン よ り多 くな って い る。建 物 だ けで5,500万 円 を必 要 としてお り,土 地 は法 人化

して い る。 オ ー ナー は,町 外 の人 で あ り,夫 婦 と妹 の3人 が業務 に従 事 してい る。2・3

月 と6月 を除 い て年 間 ほぼ コ ンスタ ン トに宿 泊 客 が あ りオ ンシー ズ ンに は4人 を雇 用 して

い る。B民 宿 の利 用者 は宿 泊客 の他 に年 間1,500人 ほ どの宴 会客 が あ り,大 きな収 入源 とな
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っ て い る 。

第11表 宿 泊 業 の経 営状 況

同居人

宿 泊 開 始 臼・

オ ー ナ ー 出 身 上也

施設

施 設 の新,増,改 築

開業の為の資金

オ ン シ ー ズ ンの ハ ー トタ イ マ ー

イ首汗i者 居f鉦 士也

曜 日別

季節別

宿泊と宴会

年間宿泊者

年間単純稼動擦～

Aヘ ン シ ョ ン

大1婦,丑 供1人

1980年

県外

10室23名

来斤築 十封曽築(4年 後)

2,000万 円

2～3人

京阪神70%

h曜U80%

夏 季 が50%(以 前 は40%)

宿 泊100%

21000ノ ＼

23,8%

B民 宿

夫婦,妹,r供2人

1986年

県内(た だし町外)

8室35名

新築(上 地は法入)

5,500万 円(建 物 の み)

4人

京1仮宇申70%

_i二曜 口90%上 ソ、h

6月,2～3月 が オ フ シ ー ズ ン

宿 泊70%,宴 会30%

3,600人

28.2%

(聞 き取 りに よ る)

なおペ ンション村では昭和61年6月 ペ ンション事業協同組合 を設立。 これはオーナー会

か ら発展 した もので,ペ ンション運営 とか村の整備な どについて様々のプランを打 ち出 し

ている。た とえば① プールやテニスコー トの建設,② 工芸村の誘致,③ 独 自のおみやげの

開発,④ 備品の共同購入,⑤ 絵葉書の作成,⑥ 町当局への要望,な どである。 これ に加 え

てペ ンション14軒 の合同による 「牛窓ペ ンション村祭 り」が10月 の第1週 の土 ・日曜 日に

開催 されてお り,独 自のイベ ン トや地域振興策 を立案 し具体化に向けて努力を重ねている。

ただ しペ ンシ ョンは言 うに及 ぼず,最 近新築 された民宿 もオーナーはすべ てが町外者であ

り,そ の意味ではまさに町外か らの移住者 による町づ くりとも言える一面 も有 しているの

である。

(4)観 光客の増加 と牛窓町の商業

牛窓町では観光客が増加 しているのにもかかわ らず,そ れを相手 とした商業は非常 に少

ない。ペ ンションが誘致 された昭和54年 と現在 の商業の実体 を比較 した ものが第12表 であ

る。 この間に観光客 は12.6万 人増加 しているのに,商 業施設は店数,従 業員数 ともに減少

してお り,不 振 とも形容で きる状態である。 ことに町内には飲食店が少な く,京 阪神か ら

の観光客のニー ズに十分対応で きないのが現状 である。観光 ・娯楽施設の充実 とともに,

魅力 ある商店街の形成が急務の課題 となっている。町内の人々の意識 の変革 も必要 となっ

て きているのである。
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第12表 牛窓町における商業の変化

般 卸 売 業

小

三
]
↓

ノ

業

織 物 ・衣服,身 の まわ り品

飲 食 料 品

飲 食 店

自転車 ・自動車

家 具 ・ 建 具

そ の 他

小 十
二
.一
口

合 計

昭54

店数

16店

17

85

26

4

20

49

201

217

従業者数

61人

39

203

65

8

46

126

487

548

年間販売額

110,672万 円

28,130

135,540

14,599

6,265

34,233

88,604

307,371

418,043

昭61

店数

13

16

77

28

6

14

53

194

207

従業者数

54

39

175

72

17

32

136

471

525

年間販売額

87,367

32,725

161,439

25,261

14,856

28,243

146,608

409,132

496,499

(岡山県商業統計調査表による)

7.お わ りに

牛窓町 は地域の活性化 に対 して,最 初は行政 の側 がい くつかの補助事業 を活用 しなが ら

基盤の整備 に努め,そ れ とともにペ ンシ ョン村 の誘致,ギ リシャとの姉妹都市縁組,ふ る

さと会員制度な ど,そ の きっかけを作 ることに成功 した。 しか し,そ の後の町づ くりにつ

いては,ほ とん どを民間の力 に依存することになった。ただ し,県 外の大型資本の進出 に

よる開発ではな く,ペ ンション村のオーナー,地 元 の資本 による個性 ある,粘 り強い,そ

して格調高い町づ くり運動へ と発展 しつつある。

しか しなが ら,町 づ くり運動が,マ スコミな どによって紹介 され ることによって,世 間

の注 目を集めるところ となったが,そ の内容 との間には,い ささかのズレが生 じているこ

ともまた事実である。 そこで牛窓町の町づ くりについて,現 在かかえている問題点,な ら

びに今後に残 された課題 について,若 干の検討 を加 える ことによって,結 びにかえる こと

に したい。

①町づ くりを推進 する明確な母体が存在 しないため,行 政 と民間の間の連絡が密でな く,

各種のイベ ン トなどが単発的に催 され ることにな り,相 乗的な効果 を発揮 し難いよう

に感ぜ られる。

②P.Rが 先行 しす ぎ,観 光地 としての体裁が未整備であ り,観 光客が2～3日 滞在する

施設や商店の魅力 に乏 しい。

③ペ ンション村のオーナー達(町 外か らの移住者)と 町内居住者 との間には,必 ずしも

地域の経営 について理念を同 じくしてお らず,ス レ違いが見 られる。町外者の方が発

想が大胆であ り,意 欲的であるが,町 内居住者 はどちらか と言えば保守的であ り,健

全な町の発展のためには両者の融和が望 まれる次第である。

④農漁業 を中心 とす る牛窓町民は,基 本的には大変裕福 であ り,地 域経営に対 してそれ

ほど切迫感 をもっていない面 も見受 けられ るのであ り,そ れがいま少 しもり上 りに欠
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ける原囚の つ とも考えられ る。

⑤牛窓町役場は,芸 術祭 をはじめとする各種 イベ ントについて,民 間主導型をうたって

いるが,行 政 と民間,町 外者 と町内者 の関係の調整,自 然景観の保護 な ど,た とえば,
12)

岩手県の田野畑村 などのように,も う少 しリーダー シップを発揮 し,組 織化の要 とな

る努力 をす るべ き時期に来ているように思われる。そのために も,第 三セ クター方式

による地域の活 性化 など,行 政 としての目ざす方向を明確 にするべきではなか ろうか。

⑥芸術祭,ギ リシャ・セ ミナーな ど格調高い町づ くりを進 めている牛窓町は,観 光+1.5

次産業 による地域の振興のほか に,文 化的産業の育成 に取 り組 む必要があるように思

われる。 また これ まで,京 阪神 を中心 とす る不特定多数の観光客 を対象に町づ くりを

進めてきたが,今 後 は都市部 の企業,団 体 な どと提携 した イベ ン トや交流事業な ども

考 の余地があ りそ うである。 レジャーラン ド化をさけるためにも,ユ ニー クな催 し

と文化的諸施設の充実 に努 め,地 方の文化セ ンター として,情 報発信基地 としてのさ

らなる役割 を期待するものである。

本稿作成にあた り,大 手前女子大学衣笠茂教授 に御助言いただいた。また調査 に際 して,牛 窓町

の方々に大変お世話 になった。厚 く御礼申 し上げたい。
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